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校訓「一歩前へ」を合言葉に 
校 長  小原  茂  

 
保護者、地域の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解、ご協力をいただき心より感謝申

し上げます。この春の異動で着任しました校長の小原 茂と申します。どうぞよろしくお願い申
し上げます。   
令和８年度は 85 名の新入生を迎え、全校生徒 267 名となりました。今年度も教職員一同、生

徒の進路希望の実現と、授業や学校行事、部活動のほか、地域とのつながりを大切にしながら教
育活動を進めて参ります。 
 
本校では、校訓「一歩前へ」を大切にしながら、生徒一人一人が安心して学び、仲間と励まし

合いながら成長していける学校づくりを進めています。この言葉には、小さな一歩でも前に進む
経験を積み重ねてほしいという願いが込められています。私たちは、生徒がその一歩を踏み出せ
るよう、日々の教育活動を丁寧に積み重ねてまいります。 
 
まず、生徒が「ここなら安心して過ごせる」と感じられる環境づくりを何より大切にしていま

す。心と体の安全が守られてこそ、生徒は新しいことに挑戦しようという気持ちを持つことがで
きます。教室や校内に温かい雰囲気が広がるよう、教職員が共通理解のもとで連携し、生徒の不
安や悩みに寄り添いながら、前向きな気持ちを支えていきます。 
 
また、学習・部活動・生徒会活動など、学校生活のさまざまな場面で、生徒が自分の成長を実

感できるよう取り組んでいます。授業では「わかる・できる・つながる」学びをめざし、知識だ
けでなく、考える力や表現する力を育てていきます。部活動では、仲間とともに努力する中で得
られる達成感や喜びが、生徒の大きな自信につながります。生徒会活動では、「自分たちの学校
をより良くしよう」とする姿勢を育み、自治の力や創造性を伸ばしていきます。 
 
さらに、地域や保護者の皆様、行政、企業、大学など、多くの方々とのつながりを大切にしな

がら、学校だけでは得られない学びの機会を広げています。士別という地域の特色を活かした探
究活動やキャリア教育は、生徒の視野を広げ、将来を考えるうえで大きな力となります。地域の
方々との関わりは、生徒にとって「社会とつながる一歩」となり、学びの意欲を高める貴重な経
験となっています。 
 
また、生徒の挑戦や成長の姿を積極的に発信し、地域の皆様と共有していくことにも力を入れ

ています。学校での日々の取組を知っていただくことで、地域とのつながりがより深まり、生徒
自身も「自分たちの学校を誇りに思う」気持ちを育むことができます。情報発信は、学校と地域
がともに歩むための大切な架け橋であると考えています。 
 
本年度も、校訓「一歩前へ」を胸に、生徒一人一人の歩みに寄り添いながら、その成長と進路

の実現をしっかりと支えてまいります。地域の皆様には、引き続き温かいご理解とご協力を賜り
ますよう、心よりお願い申し上げます。 

転入職員の紹介

氏名  教科 部活動 前任校 

小原  茂 校 長   枝幸高校 

佐藤 晋也 教 諭 数学 バレーボール部 名寄高校 

野口 泰二 教 諭 商業 サッカー部／弓道部 旭川商業高校 

佐藤 明美 教 諭 数学 吹奏楽局 名寄高校 

 

ウエイトリフティング部全国大会出場！女子 63㎏級優勝！

第41回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会が３月25日（水）～28日（土）に石川県金沢市で行わ

れ、男子71kg級に栗原聡大さん（３Ａ）、88kg級に大塚礼さん（３Ａ）、女子63㎏級に中川智咲子さん（２Ｂ）

が出場しました。中川智咲子さんが見事優勝を果たし、男子の部においても 3年生の栗原聡大さんと大塚礼さんが

全国の強豪が集う中で 12位という健闘を見せました。詳しい大会結果は以下の通りです。 

大会結果 ※S＝スナッチ、J＝クリーン＆ジャーク 

氏名 
スナッチ クリーン＆ジャーク ベスト 

トータル 順位 
１ ２ ３ １ ２ ３ S 順位 J 順位 

栗原 聡大 
85 

✕ 

90 

× 

90 

〇 

100 

〇 

105 

〇 

108 

〇 
90 12 108 12 198 12 

大塚  礼 
93 

○ 

96 

× 

96 

〇 

110 

〇 

115 

× 

115 

× 
96 12 110 12 206 12 

中川智咲子 
68 

× 

68 

〇 

71 

〇 

90 

〇 

93 

〇 

99 

〇 
71 ４ 99 １ 170 １ 

 中川智咲子さんは、８月 21 日（金）～30 日（日）に行われる日韓中ジュニア交流会に日本代表として出場する

ことが決定しました。開催地は佐賀県有田町です。 

 私はインターハイで失格してしまった悔しい経験を乗り越え、自信を
つける練習に力を入れていました。本番を意識し、一本一本を大切にす
ることや、逆転できる力をつけるための練習も重ねてきました。 
 今回の大会は「楽しもう」という気持ちで挑みました。本番一本目は
とても緊張しましたが、その後の試技では楽しむ余裕が生まれ、落ち着
いて試技をすることができ、自己ベストの4キロ上をとることができま
した。笑顔で試技に向き合えたことや、大事な場面で成功することがで
きたのが自信になり、大きな収穫だったと感じています。 
 優勝という形で応援してくださった方に少しでも恩返しができたこと
を嬉しく思います。これからも努力を続け、インターハイでも優勝し、
二冠を達成したいです。 

中川 智咲子 さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度入学式

新入生オリエンテーション・対面式

４月９日（木）、入学式を終えた新入生にとって、学校生活の第一歩となる一日が始まりました。 

対面式では、在校生と新入生が初めて一堂に会しました。生徒会の進行のもと、生徒会長の福本匠さ

んからは温かい歓迎の辞が述べられ、新入生代表の中西波琉さんからもこれからの抱負を込めた挨拶が

交わされました。互いに敬意を払いつつ、同じ士別翔雲高校の一員としての絆を育む時間となりまし

た。 

対面式の中では部活動紹介も実施しました。各部局が活動の魅力を伝えるべく、実演や映像、スライ

ドなど趣向を凝らした発表をしました。時折、会場が笑いや拍手に包まれる場面もあり、新入生たちは

期待を膨らませながら、それぞれの発表に見入っていました。放課後には多くの生徒が体験入部に参加

したようです。 

午後からは教科ごとのオリエンテーションと、校内案内を行いました。新入生たちは、これから日々

を過ごす各教室や特別教室の場所を丁寧に確認しながら、説明に耳を傾けていました。新しい環境に対

して真摯に向き合おうとする姿勢が伺え、これからの高校生活への期待が感じられる時間となりまし

た。 

この一日を通じて新入生は、士別翔雲高校での充実した日々に向けた準備を整えることができまし

た。 

宿泊研修 ～絆を深め、翔雲生としての第一歩を～

４月 12日（日）から１泊２日の日程で、１年生が北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル深川にて宿泊研

修を行いました。

出発前、本校体育館で行われた「ピア・サポート」の時間では、クラスという枠組みを超えた人間関係の構

築と、お互いを理解しようとする姿勢を育むことを目的に交流がスタートしました。最初は緊張気味だった生

徒たちも、言葉や身振りを介して相手に思いを伝えるプロセスのなかで、自然と会話を弾ませ、初対面の相手

とも打ち解けていく様子が印象的でした。 

深川の施設に到着後は、発想力や協調性、そしてコミュニケーション能力の向上を目的としたアクティビテ

ィに取り組みました。時間の経過とともに、性別やクラスに関係なく活発に意見を交わす姿が見られ、集団の

中での自覚と連帯感が芽生え始めました。また、午後の講話では、教頭先生や学年担当の先生方から士別翔雲

高校での過ごし方が説明されました。生徒たちは熱心にメモを取りながら耳を傾け、これから始まる高校生活

への理解をより一層深めていました。 

二日目は校歌合唱から始まり、続いて行われたクラス対抗レクリエーションでは、玉入れやドッジビー等を

通じてクラスの団結力を高めました。各クラスが勝利に向けて作戦を立て、一丸となって取り組む姿には、前

日よりも一段と強まった絆が感じられました。 

退所式や解団式では、二日間をやり遂げた達成感と、惜しむような表情が随所に見られました。今回の宿泊

研修では「望ましい人間関係を構築する・自己を律する心を育成する・挑戦する姿勢を養う」という目的を多

くの生徒が実践し、自律した集団としての姿勢を示してくれました。 

５月１日（金）１校時～６校時（８:55～
15:20）参観日・公開授業となります。 
保護者の方をはじめ、地域の方々もぜ
ひご来校ください。 
また、人数把握のため右QRコードから
申し込みのご協力お願いします。 

１日(金)参観日、生徒総会 

３日(日)憲法記念日 

４日(月)みどりの日 

５日(火)こどもの日 

６日(水)振替休日 

７日(木)身だしなみ指導・いじめアンケート① 

８日(金)尿検査③、身体測定 

ＰＴＡ役員会 

９日(土)３年全統記述模試① 

３年公務員模試③ 

11日(月)高体連支部壮行会 

翔雲祭議案書審議 

13日(水)翔雲祭係分担 

15日(金)高体連集約日（生徒休業日）(～17日) 
授業料・諸納金口座振替日 

16日(土)高体連集約日 

22日(金)３年模試前日実施 

23日(土)３年大学入学共通テスト模試・６月 

25日(月)表彰伝達式（５短） 

26日(火)考査１週間前 

28日(木)３年校内企業説明会 

30日(土)英検①一次 

２日(火)前期中間考査① 

３日(水)前期中間考査② 

４日(木)前期中間考査③ 

５日(金)前期中間考査④ 

７日(日)３年看予備模試②、３年公務員模試④、３年小論文模試② 

８日(月)身だしなみ指導・いじめアンケート②、翔雲祭結団式 

10日(水)避難訓練①、  

12日(金)図書館バス、漢字検定①、ＰＴＡ四役会① 

15日(月)授業料・諸納金口座振替日、１年ピアサポート① 

20日(土)３年総合学力記述模試・７月 

１・２年総合学力テスト・７月 

21日(日)全商ビジネス計算実務検定① 

22日(月)１年教科科目オリエンテーション 

24日(水)２年教科科目オリエンテーション 

28日(日)全商簿記実務検定① 
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INSTAGRAM HP 

穏やかな春の光に包まれた４月８日（水）、令和８年度入学

式を挙行いたしました。85 名の新入生が本校の門をくぐり、士

別翔雲高校の一員として新たな歩みを踏み出しました。 

真新しい制服に身を包み、少し緊張した面持ちで式に臨んだ

新入生たち。その表情からは、これから始まる未知の生活に対

する期待と、高校生としての自覚が伺えました。新入生宣誓で

は、代表の相馬美雪さんが登壇。大役を担う緊張感の中にも、

凛とした立ち居振る舞いと力強い声が会場に響き渡り、これか

ら始まる３年間への固い決意を感じさせる素晴らしい姿を見せ

てくれました。 

この学び舎で、自分らしく輝き、実りある日々を過ごせるよ

う、教職員・在校生一同心より応援しています。 


